


ARCH2011 (The 3rd Asia Regional Congress of Headache)が、2011年 10月 22日に北京
の中国人民解放軍病院国際会議センターで行われた。中国人民解放軍病院は、北京南西部

に位置し、広大な構内に近代的な高層が立ち並ぶ中国屈指の医療センターである。当日は

やや曇天であるものの気温は 15℃程度と過ごしやすい日となった。大会は、午前 8 時 15
分に大会長の Shengyuan Yu教授の挨拶でスタートした。さらに人民解放軍病院の幹部や
中国疼痛学会会長などの来賓、ARCH2011 の Honorary President である坂井理事長や国
際頭痛学会 Presidentの Goadsby教授の挨拶などが続き、その後病院エントランス前にア
ーチ型に設置された撮影台を使って参加者全員の記念撮影が行われた。講演は、片頭痛予

防治療の理論的根拠を膨大な基礎研究のデータに基づいて解説した Goadsby教授の演題に
始まり、合計 15題の発表が行われた。アジア諸国からの演題だけでなく、ヨーロッパから
Guidetti 教授や Steiner 教授の参加もあり、非常に国際色が豊かであった。日本からは、
座長として鈴木教授 (慶應義塾大学)と北川教授 (東海大学)が務められ、不肖私が演題を発
表させていただいた。主催の人民解放軍病院からは、片頭痛患者における心臓右→左シャ

ントの有無の検討についての発表があったが、「シャントの治療をして片頭痛の頻度はどう

変わったか?」など多くの質問が出ていた。疫学データの発表が複数あり、特に慢性連日性
頭痛は各国において人口の約 3%に認められ、その多くは頭痛専門医による適切な治療が及
ばず、各患者の QOL低下と同時に社会全体に経済的損失を与えているということが強調さ
れた。どの演題に対しても質問が多く出たり、質疑応答が言葉の問題で上手くいかなかっ

たりする場面も散見され、議事進行は大いに遅れる結果となった。最終演題は、約 1 時間
遅れて午後 6 時頃終了した。その後、バスで学会場から 10 分ほど離れたホテルに移動し、
懇親会が行われた。Yu大会長・Goadsby教授・坂井理事長の挨拶などがあり、乾杯となっ
た。その後は円卓を囲んで北京料理を食べながら、胡弓演奏などを鑑賞して参加者同士親

交を温めて ARCH2011は無事に幕を閉じた。 
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